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ABSTRACT

ThiBarticle,con8i8tingoffourparts,di8Cu88edthemovementof

introducingEnglisha8a8ubjectintopublicelementary8Choo18inJapan.

Fir8t,aquickhiBtOriCalreviewwa卓madeconcerninghowEnglish

conver8ationactivitie8CametObestartedatpublicelementary8Choo18in

Aprilof2002.a8aSubcategoryoflnternationalUnder8tanding,whichi8One

oftheoptionalarea80fthePeriodforIntegratedStudy.Second,themain

feattlre80ffivepublicelementary8Choo18a8ResearchandDevelopment

School80nintroducingEnglisha8aSubject,cum ntlyappointedbyMonbu

XagakuSho,werelisted.Third,SeVeralpoint8,WhichSeemuSefulfor

con8ideringtheintroductionofEnghSha8aSubject,werepointedoutbased

ontheca8e80ftwoelementary8Choo18,WhereEngh8hha阜beentaughta8a

8ubject. Onei8aJapaneseprivateelementarySChoolinTokyometropolitan

area,whiletheotheri8aPublicelementary8ChoolinTianjincityin

China.Finally,ba阜edonthepresentSituationofEnglishcla88e8di8Cu88ed

inthe8eCOndandthirdparts0fthisarticle,80meimplicationsWereZnade

whichwouldbecrucialtopromoteEnglisha8a8ubject8uCCe88fullyamong

Japanescpublicelementary schoolsinfuturc.
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0. は じめ に

本 稿 で は ､ 公 立 小 学 校 へ の 英 帝 科 導 入 に関 す る動 向 を に らみ ､

まず r総 合 的 な 学 習 の 時 間 ｣ に お け る r英 会 話 活 動 ｣ が 公 立 小 学 校

に導 入 され る ま で の軽 舟 を振 り返 る｡

次 に ､ 美 辞 の 教 科 化 に つ い て 既 に研 究 開発 学 校 の指 定 を受 け て

い る全 国 5つ の 小 学 校 の研 究 の 取 り組 み の特 徴 を あ げ ､ そ れ ぞ れ 比

較 検 討 す る｡
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さ ら に ､ 英 帝 科 教 育 につ い て は 実 績 の あ る 小 学 校 の 例 と して ､

著 者 が 実 際 に 視 察 した 国 内 の 私 立 小 学 校 1校 と 中 国.の 公 立 小 学 校 で

の 英 帝 教 育 の 実 態 を述 べ ､ こ こか ら国 内 で の 公 立 小 学 校 へ の 美 希 科

導 入 へ の 示 唆 を探 る｡

最 後 に ､ 国 内 の 研 究 開発 の 状 況 と ､ 小 学 校 に お け る英 帝 科 教 育

の 先 進 校 か らの 示 唆 を 基 に ､ 将 来 的 な 国 内 の 公 立 小 学 校 へ の 美 希 科

等 人 を促 進 す る た め の 提 言 を行 う｡

1. 公 立 小 筆 枚 に虫 け る英 瞥 科 導 入 の 可 能 性

平 成 14(2002)年 4月 か ら小 ･中 学 校 の 新 学 習 指 導 要 額 が 正 式 に

ス タ ー トした ｡ そ れ に 伴 い公 立 の 各 小 学 校 で は ､ ｢稔 合 的 な 学 習 の

時 間 ｣ に お い て ｢英 会 話 活 動 ｣ を 学 校 裁 量 的 に 実 施 す る こ とが 可 能

とな っ た ｡

同 活 動 は ､ 今 か らち ょ う ど 10年 前 に 当 た る 1992年 の 5月 に ､

大 阪 市 真 田 山 小 学 校 ､ 味 原 小 学 校 が 文 部 省 (当 時 ) 研 究 開 発 校 に指

定 され ､ 本 格 的 にそ の 導 入 が 検 討 さ れ 始 め た ｡ 尚 ､ 同 活 動 が 新 学 習

指 導 要 額 下 に お い て ｢英 会 話 活 動 ｣ と して 実 施 さ れ る よ う に な る ま

で の 過 程 に つ い て は ､ 後 述 す る こ と とす る ｡

と こ ろで ､公 立 小 学 校 にお け る 上 記 の 学 校 裁 量 的 英 帝 教 育 (｢英

会 話 活 動 ｣) で あ る が ､ 既 に 新 段 階 へ 向 け て 次 な る 動 き を し始 め て

い る｡ 文 部 省 (当 時 ) は ､ まず 平 成 12年 (2000)度 に ｢美 希 を教 科 と

して 行 う融 究 開 発 校 Jを全 国 に 3校 指 定 して い る｡ そ の 3校 とは ､

｢大 阪 府 河 内 長 野 市 立 天 野 小 学 校 ｣､ ｢千 葉 県 成 田 市 立 成 田 小 学 校 ｣

お よ び ｢石 川 県 金 沢 市 立 甫 小 立 野 小 学 校 ｣ で あ る ｡ さ ら に 平 成 13

(2001)年 度 に は ､ ｢有 岡 県 小 郡 市 立 東 野 小 学 校 ｣ と ｢鹿 児 島 県 川 内

市 立 平 佐 西 小 学 校 ｣ の 2校 が 追 加 指 定 され て い る｡ 加 え て ､ 平 成 14

年 (2002)度 に は ､ ｢兵 庫 県 揖 保 川 町 立 河 内 小 学 校 ｣ が 指 定 さ れ て い

る ｡ 併 せ て , ｢小 学 校 の 英 帝 科 教 育 ｣ 単 独 の 研 究 開 発 と して で は な

い が , ｢小 学 校 の 英 帝 科 教 育 ｣ を 幼 稚 園 あ る い は 中 学 校 と ど の よ う

に 連 携 を 図 っ て い くべ き か な ど につ い て 研 究 開 発 を進 め て い く学 校

群 と して ､ ｢東 京 品 川 区 立 第 二 日野 小 学 校 ･日野 中 学 校 ｣､ ｢大 阪 府

千 早 赤 阪 村 立 赤 坂 小 学 校 ･こ ごせ 幼 稚 園 ｣､ ｢香 川 県 直 島 町 立 直 島

小 学 校 ･中 学 校 ｣､｢高 知 県 田野 町 立 田 野 幼 稚 園 ･小 学 校 ･中 学 校 ｣､

｢宮 崎 大 学 教 育 文 化 学 部 附 属 幼 稚 園 ･小 学 校 ･中 学 校 ｣ が 指 牢 され

て い る ｡
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と こ ろ で ､ 前 述 の 平 成 12･13年 度 据 定 の 5校 に 開 し･て は ､ 既

に 研 究 開 発 の 一 部 と して 報 告 書 も公 表 さ れ て い る ｡ 同 報 告 書 に つ い

て は ｢2. 文 部 科 学 省 指 定 小 学 校 英 帝 科 研 究 開 発 校 の 研 究 報 告 に つ

い て ｣ に お い て 概 親 す る が ､ そ の 内 容 例 と し て ､ ｢小 学 校 英 静 科 指

導 要 侯 試 案 ｣ (南 小 立 野 小 ,平 成 13年 度 ) や ｢ 英 静 科 学 年 別 (1 -

6年 ) 評 価 の 観 点 と評 価 規 準 ｣ (成 田 小 , 平 成 13年 度 ) が あ げ られ

る ｡ 研 究 開 発 校 に お い て は ､ 既 に 次 期 学 習 指 導 要 領 改 訂 を も視 野 に

入 れ て 研 究 開 発 が 行 わ れ て い る こ とが 伺 わ れ る ｡

さ ら に ､ r小 学 校 に お け る 美 辞 科 の 帝 人 ｣ に 関 して 意 識 調 査 結

果 も 報 告 さ れ て い る ｡ 樋 口 他 (2001)は ､ ｢小 学 校 に お け る 英 薄 学 習

の 教 科 化 に つ い て J 全 国 の 中 ･高 美 辞 教 員 に 意 識 調 査 を 実 施 して い

る ｡ 同 珊 査 結 果 に よ る と ､ ｢英 静 学 習 の 小 学 校 に お け る 教 科 化 に つ

い て ｣ は 回 答 者 597名 中 ､ 109名 が 賛 成 と 回 答 し て い る ｡ さ ら に ､

条 件 付 き も含 め る と 448名 (75.04%) が 賛 意 を 示 して い た こ と も述

べ られ て い る ｡ ま た ､ 渡 漣 (2002) は ｢検 証 と展 望 :文 部 省 戦 後 半

世 紀 の 外 国 帝 教 育 政 策 ｣ と題 す る ｢座 談 会 ｣ (平 田 他 ,2002)に お い

て ､ 6､7年 前 の JASTECに お け る 中 学 校 教 貞 対 象 の ア ン ケ ー トで は ､

当 時 小 学 校 へ の 美 希 等 入 賛 成 が 10% で あ っ た の に 対 し て ､ 最 近 の

関 東 ブ ロ ッ ク に お け る 小 学 校 英 帝 教 育 と い う 分 科 会 に参 加 した 中 学

校 教 具 200 名 の 内 2/ 3.が 賛 成 して い た こ と を 紹 介 して い る (p.20)｡

頼 っ て ､ r小 学 校 に お け る 美 希 科 の 導 入 ｣ に 関 して さ ま ざ ま な

漁 礁 が な さ れ て い る ｡ 例 え ば 前 述 の r座 談 会 ｣ (平 田 他 ,2002)に お

い て ､ 森 住 は ､ ｢全 国 に 5校 ､ 研 究 措 定 校 が で き た こ と に よ り､ 美

希 の 教 科 化 は 近 い 将 来 可 能 性 が あ る の で は な い か と の 予 軸 が あ る ｣

旨 の 発 言 を し て い る ｡ 加 え て ､ ｢研 究 開 発 校 で ､ 稔 合 的 な 学 習 の 時

間 の 外 国 帝 会 帯 が 始 ま っ て ､ 5- 6年 後 に は 指 導 要 額 下 に 組 み 込 ま

れ た ｣ こ と を 指 摘 して い る (p.19)｡

そ の 折 靖 を 港 ま え ､ 2002年 4月 新 学 習 持 導 要 頗 下 に お い て ｢英

会 帯 活 動 J が 実 施 さ れ る ま で の 主 な 経 緯 に つ い て ､ 土 田 (2㈱ ),

松 川 (2001)､ 服 部 他 (2002)の 報 告 を 基 に ま と め る と 次 の と お り で あ

る｡

上 述 の よ う に･､ 1992年 5月 に大 阪 市 真 田 山 小 学 校 ､ 味 原 小 学 校

に お い て ｢英 静 学 習 を 含 む 国 撫 理 解 教 育 ｣ に 関 す る 文 部 省 (当 時 )

据 定 の 研 究 開 発 が ス タ ー ト した ｡ そ の 後 ､ 1994年 度 に は ｢小 学 校 に

お け る 外 国 帝 学 習 の 在 り方 ｣ に 関 す る 研 究 開 発 校 が 新 た に 12校 指

一49-



定 さ れ て い る ｡ 続 い て 1996年 度 に な る と ､ 継 続 校 を 含 め て 47都 道

府 県 全 て に 1校 ず つ 研 究 開 発 校 が 指 定 さ れ た ｡ ま た ､ 同 年 (1996)に

は ､ 第 15期 中 央 教 育 幸 議 会 第 1次 答 申が あ り､ 教 科 と して の 一 律

等 人 は 見 送 られ ､新 設 の ｢総 合 的 な 学 習 の 時 間 ｣で の r英 会 話 活 動 ｣

と い う方 針 が 示 さ れ た ｡ そ の 後 ､ 教 育 課 程 審 議 会 答 申 (1998)､ 新

学 習 指 導 要 領 の 告 示 (1998)､ 新 学 習 指 導 要 侯 へ の 移 行 期 間 (2000-

2001年 度 )を経 て 2002年 4月 の 本 格 的 実 施 を 迎 え る に 至 っ た ｡ 研 究

開 発 が 開 始 され て か ら､ 導 入 まで 10年 を か け て い る こ とが わ か る ｡

以 上 を勘 案 す る と,平 成 14(2002)年 4月 か ら実 施 され て い る r総

合 的 な 学 習 の 時 間 ｣ に お け る 学 校 裁 量 的 ｢英 会 話 活 動 ｣ は . さ らに

大 き く進 め て ､ 全 て の 小 学 校 に お い て 美 希 教 育 を教 科 と して 実 施 し

よ う とす る 方 向 へ とそ の 一 歩 を既 に大 き く踏 み 出 して い る と考 え ら

れ る｡

2.文 書 科 筆 書 推 定 小 筆 枚 英 鴨 各 研 究 岬 先 攻 の 研 究 報 告 に つ い て

公 立 小 学 校 に お け る美 希 科 尊 大 に 向 け で の 取 り組 み 現 状 を把 握

す る た め に ､ 関 連 す る 文 部 科 学 省 研 究 指 定 校 (以 下 研 究 校 ) の 戟 告

書 に つ い て ､ ｢研 究 冊 発 課 題 (あ る い は ､ 研 究 主 題 )｣ 以 下 7項 目

に つ い て 横 板 す る｡ ま ず 各 校 の 特 徴 を あ げ , そ の 上 で 共 通 点 や 相 違

点 等 に つ い て 述 べ る｡

尚 ､ 現 在 入 手 可 能 な 報 告 事 は次 の とお りで あ る ｡

< 車 成 12年 度 指 定 >

① 大 阪 府 河 内 長 野 市 立 天 野 小 学 校 (以 下 天 野 )

② 千 葉 県 成 田 市 立 成 田 小 学 校 (以 下 成 田 )

③ 石 川 県 金 次 市 立 南 小 立 野 小 学 校 (以 下 南 小 立 野 )

< 平 成 13年 度 拒 定 >

④ 福 岡 県 小 郡 市 立 東 野 小 学 校 (以 下 東 野 )

⑤ 鹿 児 島 県 川 内 市 立 平 佐 酉 小 学 校 (以 下 平 佐 西 )

2.1 研 究 胃 究 徽 鷺 (あ る い は ､研 究 主 鷺 )

① 天 野 : 教 科 ｢美 辞 J を 新 設 し, 英 帝 や 文 化 に 興 味 や 紳 心

持 ち ､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 楽 しみ ､ 聞 く こ とや

話 す こ とな どの 実 践 的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力 の

基 礎 を養 う ｢美 辞 ｣ の あ り方

② 成 田 : 小 学 校 に お いて 効 果 的 な 美 希 科 学 習 を 実 施 す
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るた め の 教 育 秩 程 ･指 導 方 法 の研 究 開 発

③ 甫 小 立 野 : 小 学 校 に お い て ､21世 紀 に 生 き る 児 童 の 学 習

実 態 に対 応 した ｢美 辞 科 ｣ の 研 究 開 発 を行 う

⑧ 東 野 : 国 際 社 会 に生 き る 力 を は ぐ くむ 小 学 校 英 静 科

教 育 の教 育 課 程 ･指 導 方 法 の研 究 開 発

⑤ 平 佐 酉 : は ば た け 平 佐 か ら未 来 の 国 際 人 :中 学 校 の 美

辞 教 育 と の 関 連 を踏 ま え た ､ 小 学 校 期 に お け

る楽 しい美 辞 科 の 学 習 を とお して (研 究 主 塔 )

以 上 か らまず 据 締 で き る こ とは ､① ～④ の研 究 課 鳶 は ､rコ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力 の 育 成 ｣r教 育 課 程 J r指 導 方 法 ｣ が 中

心 とな って い る こ とで あ る｡ 一 方 ､ 平 成 13年 度 指 定 の⑤ ｢

平 佐 西 ｣ で は , ｢中 学 校 と の 連 携 ｣ を ど うす る か が テ ー マ と し

て 明確 に示 され て い る ｡ 尚 ､ 平 成 14年 度 にな る と､ 研 究 指 定

6件 中 , 5件 ま で が ｢小 学 校 と近 接 他 校 種 (幼 稚 園 や 中 学 校 )

との連 携 ｣ が 研 究 殊 題 とな って い る｡

2.2 具 体 的研 究 胃発 雷 噴 く主 な もの )

(》天 野 :① ｢聞 く｣｢帝 す ｣ に 生 か す こ とが で き る文 字

指 導 の 在 り方

② モ ジ ュー ル .(1モ ジ ュ ー ル 15分 ) 学 習 の 効

果 に つ い て

③ テ レ ビ全 様 シス テ ム な どを活 用 した 交 流 活 動

に つ いて

④ 評 価 方 法 や 評 価 規 準 の 押発

く9小 ･中 の 連 携 r開 くJ ｢話 す ｣ の 系 統 性 な ど)

② 成 田 :① 学 習 日額 を 明確 化 す る こ と

② 学 習 プ ロ グ ラム の 系 統 化 を 図 る こ と

③ 自己 発 信 型 の美 希 学 習 を工 夫 す る こ と

㊨ ｢読 む ･書 く｣ 活 動 を 自然 に取 り入 れ る こ と

.⑤ 児 童 用 補 助 教 材 とな り得 る テ ー マ ブ ッ ク を作

成 す る こ と

⑥ 望 ま し い評 価 の 内 容 ･方 法 を追 求 す る こ と

③ 甫 小 立 野 :① 甫 小 立 野 小 学 校 美 辞 科 学 習 指 導 要 鱗 案 の 作 成

② 各 学 年 の 年 間 措 辞 計 画 の 再 篇 成
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③ 文 字 指 導 の 開 始 学 年 と指 導 方 法

④ 評 価 規 準 の 試 案 作 成

④ 東 野 :① 英 帝 科 の 目標 や 拒 導 内 容 の 明 確 化 と指 斗 方 法

の 開 発

② 中 学 校 美 希 科 と の 関 連 や 違 い を 明 らか に す る

③ ｢英 会 話 活 動 ｣ と の 違 い を 明 確 に す る

④ 英 帝 科 の 目 標 や 措 辞 内 容 づ く り ･評 価 の 方 法

の 開 発

⑤ 地 域 人 材 の 活 用 (学 生 の GTの 活 用 )

⑤ 平 佐 西 :① 中 学 校 英 帝 と の 関 連 を 踏 ま え た ､ 小 学 校 英 帝

活 動 の 目標 ･指 導 内 容 に つ い て

② 文 字 指 導 の 開 始 学 年 と据 導 法

③ H R T が 進 め る 楽 し い 英 帝 活 動 と拒 導 方 法

④ 地 域 と の 連 携 ､ 人 材 活 用 と と も に 進 め る 英 帯

学 習

⑤ 中 学 校 と連 携 の あ り方

以 上 ､ 各 校 の 主 な 具 体 的 な 研 究 開 発 事 項 を あ げ た が ､ ｢文

字 持 導 の 在 り方 ｣ が ま ず 共 通 の 研 究 開 発 事 項 に な っ て い る ｡

④ 東 野 で は ､ 独 立 した 研 究 開 発 事 項 と して あ げ られ て い な い

が ､中 学 校 英 帝 科 と の 連 携 で 文 字 指 導 の 在 り方 を 扱 っ て い る ｡

次 だ 平 成 12年 度 指 定 の ① ～ ③ 校 に つ い て は ､ r評 価 方 法 の 在

り方 や 評 価 規 準 の 試 案 作 成 ｣ が 研 究 事 項 と し て 含 ま れ て い る

一 方 ､ 平 成 13年 度 指 定 の ④ ～ ⑤ 校 に つ い て は ､ ｢地 域 と の 連

携 や 人 材 活 用 ｣｢中 学 校 と の 連 携 ｣ が 研 究 事 項 と な っ て い る の

が 特 徴 で あ ろ う｡

2. 3 据 尊 体 嘱 及 び 授 業 時 間 の 弾 力 的 運 用

① 天 野 :1学 年 - 30分 (mT･NET･m ) 看過 l回

15分 (HRT単 独 ) を過 1回

2学 年 -45分 (HRT･NFr･JTL) を 月 2回 -

30分 (HRT･NET･JTL) を 月 2回

15分 (HRT単 独 ) を 月̀ 2回

中 ･高 学 年 - 45分 (HRT･NET･･m .)を準 2回

45分 (HRT･JTL) を過 2回
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② 成 田 :全 学 年 - 20分 (HRT･AlJ)を 週 3回

20分 (HRT･JTE)を過 2回

③ 甫 小 立 野 :低 学 年 - 22. 5分 を過 2回

中 ･高 学 年 - 4 5分 を 週 2回

(基 本 的 に は HRT･ALT､ HRT･AIJ･Jn ､ HAT

･GTと の TTで 行 う ｡)

④ 東 野 : 低 学 年 - 4 5分 (HRT･AlJ/GT)を 週 1回

中 学 年 - 4 5分 (HRT･AlJ/m /GT)を 過 1回

15分 (mT単 独 ) を 週 3回

高 学 年 - 4 5分 (HRT･AliT/JTtyGT)肴 過 l.4回

15分 (mT単 独 ) を 過 3回

(9平 佐 西 :Aプ ラ ン (1-6年 生 で 実 施 )- 45分 (HRT･

GT)

Bプ ラ ン (2-6年 生 で 実 施 )- 15分 (HRT単 独 )

以 上 か ら ､ 授 業 時 政 に つ い て は ､ ほ と ん ど の 学 校 で ､ 低 学

年 で は 週 1単 位 時 間 ､ 中 ･高 学 年 で は 過 2単 位 時 間 と な っ て

い る こ と が わ か る ｡ 指 導 体 制 に つ い て は ､ TTが ほ と ん ど で あ

る ｡ そ の 構 成 は ､ HRTと AlJ､ 爪 ､ GTと の 組 み 合 わ せ と な っ

て い る ｡ ま た ､ 全 て の 学 校 で 何 らか の モ ジ ュ ー ル 制 を 活 用 し

て い る ｡ モ ジ ュ ー ル 制 で も ､'｢成 田 ｣ は 特 に 2 0分 モ ジ ュ ー

ル で 週 5回 の 授 業 を 行 っ て い る ｡ 最 後 に ､ HRT単 独 で 授 業 を

行 う場 合 に は ､ 15分 の モ ジ ュ ー ル で 対 応 して い る 学 校 が 多

い の が 特 徴 と して あ げ られ る ｡

2.4 文 字 据 尊

① 天 野 ① r読 む こ と ｣ の 棺 尊 は 4年 生 ､ ｢書 く こ と ｣

は 5年 生 か ら実 施

② ｢書 く こ と｣ の 活 動

ア . 文 字 や 符 号 を 書 く こ と

ィ . 帝 と帝 の 区 切 り に 気 を つ け て 文 字 を
~-ヽ

書 く こ と

り . コ ン ピ ュ ー タ で 文 字 を 入 力 す る こ と

② 成 田 :① 3年 生 ま で は 意 図 的 な 文 字 据 尊 は 行 わ な い ｡

､② 4年 生 - 身 近 な 単 帝 に ふ れ る
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5年 生 - 身 近 で 必 要 感 の あ る 単 静 を読 ん だ り

幸 い た りす る｡

6年 生 - 身 近 で 必 要 感 の あ る単 静 や 文 を を 読

ん だ り幸 い た りす る ｡

③ 南 小 立 野 :① 4年 生 以 上 で 実 践 す る

② ｢書 く こ と｣ の 内 容 に コ ン ピ ュ ー タ に よ る文

字 入 力 が あ る｡

③ 4年 生 一 文 字 へ の 関 心 を高 め る 段 階

5年 生 - 書 く こ と を無 理 強 い せ ず ､ 簡 単 な 英

単 静 を教 師 が 故 事 す る程 度

6年 生 - 常 に文 字 に触 れ さ せ ､ キ ー ボ ー ド入

力 な ど も行 う｡

④ 東 野 :① 高 学 年 で ､ 視 覚 的 に文 字 に触 れ る 機 会 を つ く

る ｡ ま た ､ 会 話 中 心 の 学 習 と英 単 静 を取 り入

れ た 学 習 の 構 成 を 工 夫 しな が ら､ 中 学 校 の 共

済 科 との 連 携 を考 慮 して い く｡

⑤ 平 佐 西 :4年 生 か らの 斗 人 を 決 定 ｡ しか し､ 墳 重 に文 字

導 入 を 図 っ て い く姿 勢 は 変 わ らな い｡

上 述 した 内 容 か ら､ まず 言 え る の は , 文 字 の 導 入 は 4年 生 以

上 とな っ て い る こ とで あ る ｡ 全 体 的 に無 理 を せ ず ､ 身 近 で 必 要

感 の あ る簡 単 な 単 帝 を導 入 して い る傾 向 が あ る ｡ ま た r書 く こ

とJ で は コ ン ピ ュ ー タ に よ る文 字 入 力 を活 用 して い る例 が み ら

れ る｡

2.5 鞭 科 雷

① 天 野 ､② 成 田 ､③ 南 小 立 野 ､⑤ 平 佐 西 : 自校 開 発 教 材

④ 東 野 : 自校 開 発 教 材 ､ 美 辞 絵 本

上 述 の 5校 は 市 販 の 教 科 書 は 使 用 せ ず , 自校 開 発 教 材 を 作

成 ･蓄 積 ･活 用 して い る が ､ 自校 開 発 教 材 を用 い て い る こ と

が 共 通 して い る｡た だ し､東 野 で は美 辞 絵 本 も併 用 して い る｡

2. 6 地 域 人 材 の活 用

① 天 野 : dTの 活 用
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② 成 田 :① 参 道 を 訪 れ る 外 国 人

② 地 域 在 住 の 英 帝 を 話 せ る 日本 人

③ 地 域 に 在 住 す る外 国 人

③ 甫 小 立 野 :① EAAの 活 用 (金 沢 市 教 育 委 員 会 が 任 命 )

② GTの 活 用 (同 小 学 校 が 任 命 )

④ 東 野 :① 隣 接 す る大 学 か ら英 静 を 学 ぶ 学 生 を oT と し

て 招 碑

② 地 域 在 住 の 外 国 人 美 希 教 師

⑤ 平 佐 西 :① 保 礁 者 へ の G T の 募 集 を シ ス テ ム 化 し確 保 し

て い る ｡

② 校 区 内 に あ る大 学 と の 連 携 も検 討 して い る

以 上 の 各 校 の 特 徴 に 共 通 して い る の は ､ 地 域 の 特 色 を 生 か

し､ 人 材 を 積 橿 的 に 活 用 して い る こ とで あ る ｡ な お ､ 校 区

に あ る大 学 の 学 生 の 活 用 も見 られ る｡

2. 7 そ の 他 特 記 す べ き 特 色

① 天 野 :① 英 帝 科 と 同 時 並 行 で r総 合 的 な 学 習 の 時 間 ｣

で は ｢Ⅰ ･愛 タ イ ム ｣ と呼 ば れ る 国 際 理 解 ･

異 文 化 理 解 教 育 を 中 心 と した 体 験 的 な 授 業

を 実 施

② 地 域 間 ･異 文 化 間 交 流

｢4年 一 再 小 立 野 小 学 校 ｣｢5年 - 外 国 人 学 校 ｣

｢6年 - ハ ワ イ ･カ ボ レイ 小 学 校 と の ビデ オ ･

レタ ー 交 流 ｣

③ Hal1way Challenge- 授 業 開始 前 ､ 教 室 前 席 下 で

教 師 が 子 供 一 人 ひ と りに簡 単 な 質 問 を し ､ 子

供 は そ れ に答 え て か ら入 室

⑧ Good-by Challenge- 授 業 終 了 時 ､ 教 師 が 子 供 一

人 ひ と り とそ の 時 間 に 学 習 した 表 現 や 単 静 を

使 っ て 会 話 す る

⑤ コ ン ピ ュ ー タ な ど を の メデ ィ ア を 活 用 した 美

辞 活 動 ､ テ レ ビ電 話 な ど の 通 信 手 段 を 活 用 し

た 交 流 活 動

② 成 田 :① 20分 の モ ジ ュ ー ル と ブ ロ ッ ク 制 に よ る 目許

時 程
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② 各 学 年 分 冊 と な っ た 年 間 指 導 計 画 の 一 覧 義

(ゲ ー ム の や り方 ､ チ ャ ン ty.､ ワー ク シー ト

等 ､ 1トピ ッ ク ･見 開 き 1ペ ー ジ に な っ て い

て 資 料 集 ･指 導 案 集 を 兼 ね た もの とな っ て い

る｡)

③ テ ー マ ブ ッ ク の 作 成

④ 必 要 感 に 迫 られ た 実 践 的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

の 場 と して の 外 国 人 との 交 流 活 動

･｢参 道 活 動 (5 ･6年 生 )｣ 一 成 田 山 参 道

に訪 れ る外 国 人 に対 して ､ 地 域 に見 られ る

日本 文 化 を 鋭 明 す る経 験

･｢外 国 人 を 学 校 に招 待 し交 流 す る (1- 4

年 生 )｣

③ 甫 小 立 野 : ① EAA (金 沢 市 教 育 委 員 会 が 任 命 )

② 学 習 指 導 要 領 試 案

③ 近 接 す る大 学 の 学 生 を GTと して 活 用

④ 東 野 : ① Alx に よ る美 希 絵 本 の 読 み 聞 か せ

② 近 隣 小 学 校 と 同 じカ リキ ュ ラム で 実 践 を行

う こ と に よ り, 中 学 校 区 と して の 連 携 を 図

って い る｡

③ 卒 業 生 へ の 追 跡 ア ンケ ー ト調 査

⑤ 中 佐 西 : ① 中 学 校 の 美 辞 教 育 と の 連 携 小 中英 帝 教 育

連 絡 会 の 充 実

② 英 静 科 教 育 通 信 (保 護 者 向 け) の発 行

一③ G T の 授 業 参 加 を 中 心 と した 地 域 と の 連 携

④ 学 校 区 に あ る大 学 との 連 携

3. 小 事 故 美 鴨 井 の実 践 朗

公 立 小 学 校 で の美 辞 科 の 授 業 は ､ 上 述 の 研 究 校 に お い て 実 践 さ

れ て は い る が ､ そ の 実 践 は ま だ 端 に つ い た ば か り と言 え る ｡ した が

っ て 取 り組 み の 効 果 が 検 証 され る に は ま だ 時 間 が か か る も の と考 え

られ る ｡ 筆 者 は 平 成 12年 2月 お よ び 平 成 14年 7月 に 同 研 発 校 の う

ち 2校 の授 業 を参 観 す る機 会 が あ っ た ｡ そ の 際 ､ 学 校 全 体 の 取 り組

み や 授 業 者 の意 気 込 み の 強 さ を感 じた が ｢教 科 化 へ の 道 の りIまま だ

ま だ 違 い の で は な い か ｣ と い う 印 象 が あ っ た ｡ 事 実 , ｢1. 公 立 小
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学 校 に お け る 美 希 科 導 入 の 可 能 性 ｣ で 既 述 の ｢座 談 会 ｣ に お い て 菅

は 小 学 校 へ の 英 再 教 育 の 将 来 を 憂 え る 発 言 (p.20) を して い る ｡

視 点 を 変 え る と ､ 久 埜 (1999) は 1992年 に 実 施 し た ｢私 立 小 学

校 に お け る 外 国 帝 教 育 実 態 調 査 ｣ の 結 果 を 基 に ､ わ が 国 の 私 立 学 校

に お け る 外 国 帝 教 育 の 実 践 の 積 み 重 ね に つ い て 述 べ て い る ｡ 国 内 で

は 1870年 代 か ら外 国 静 教 育 が 開 始 さ れ ､ 1992年 当 時 全 国 に あ る 私 立

小 学 校 164校 の う ち 126校 が 外 国 帝 教 育 (フ ラ ン ス 静 2校 を 除 き ､

全 校 が 美 希 を 扱 っ て い た ) を 実 施 し､ 全 国 平 均 で 84.2% が 外 国 静 教

育 を 行 っ て い る こ とが 報 告 さ れ て い る ｡

筆 者 らは そ の う ち の 一 校 で あ る 玉 川 学 園 小 学 部 5年 生 の 授 業 を

平 成 14年 6 月 に 参 親 す る 機 会 が あ っ た ｡ 同 校 は 75年 以 上 ､ 美 希 料

教 育 の 実 簾 が あ る 小 学 校 で あ る ｡ 同 様 に ､ 筆 者 (松 崎 ) は 平 成 12年

度 に . 中 国 天 津 市 第 二 師 範 学 校 附 属 小 学 校 6年 級 の 授 業 を 参 観 し た

経 験 が あ る ｡ こ れ は ､ 平 成 12年 度 文 部 省 教 員 海 外 派 遣 に お け る 中

国 天 津 市 で の 教 育 視 察 の 一 環 で あ る ｡ 天 津 市 で は か な り以 前 か ら小

学 校 で の 英 静 学 習 が 教 科 と し て 実 施 さ れ て い る ｡ 同 市 教 育 教 学 研 究

室 籍 ｢四 年 叔 英 帝 教 学 参 考 書 ｣の 出 版 時 期 を 考 慮 に 入 れ る と ､一 般 的

な 小 学 校 で も 1993年 に は 既 に 英 静 科 教 育 が 開 始 さ れ た と 推 測 さ れ

る ｡

こ こで 国 内 の 私 立 小 学 校 一 校 と 中 国 の 英 静 教 育 先 進 校 を ､ 国 内

の 公 立 小 学 校 へ の 英 静 科 導 入 を 考 慮 す る 上 で , 比 較 検 討 す る に は 条

件 が 異 な りす ぎ る と も い え よ う ｡ し か し､ 私 立 小 学 校 で の 英 帯 科 教

育 へ の 取 り組 み と ､ 小 学 校 の 美 辞 科 教 育 を 先 行 実 践 して い る 天 津 市

の 実 践 を 多 方 面 か ら検 針 す る こ と は , これ か らの 日本 の 公 立 小 学 校

に お け る 美 辞 科 教 育 の 実 施 に 向 け て 何 らか の 有 益 な 示 唆 が 得 られ る

も の と考 え られ る ｡

3. 1 中 El天 捧 市 第 二 摩 鴫 撃 枚 附 Jt小 事 故 6年 毅 の 授 業 夷 幾 月

3. 1. 1 技 業 の 義 豪

1 実 施 日 2㈱ 年 11月 21日 (火 )

2 時 間 10:10- 10:50(40分 授 業 )

3 帯 導 者 張 紅 葵 先 生

4 坐 .徒 六 年 級 七 班 (50名 )

5 学 習 内 容 k son74pFoodandDrink"
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3. 1.2 授 業 へ の考 豪

(1) 半 官 着 につ い て

ほ とん どの 生 徒 が 大 変 積 極 的 に授 業 に参 加 して い た ｡ ク ラ ス

サ イ ズ は 50人 で あ る ｡ 小 六 に して は 高 度 な 学 習 が ス ピー デ ィ ー に

展 開 して い る の に もか か わ らず ､ 表 情 や 動 作 の 中 に ｢つ い て 行 くの

が や っ と ｣ と思 わ れ た 生 徒 は ､ 教 室 後 部 に わ ず か 数 人 見 られ た ｡し

か し､ そ の 彼 ら も学 習 に対 す る 一 生 懸 命 な 態 度 が 十 分 感 じ取 れ た .

(2) 授 業 着 につ い て

教 師 は 表 情 が 豊 か で 生 徒 を見 る 眼 差 し に柔 らか さ が 感 じ られ

た ｡ 今 回 の 実 演 授 業 の た め に教 師 は 夏 休 み に 約 30日間 外 国 人 教 師

か ら研 修 を 受 け た との こ とで あ る が ､ 海 外 で の 英 帯 学 習 の 経 験 は な

い ｡ 教 師 の 英 静 に は多 少 中 国 帝 靴 りが 残 る もの の 英 帝 力 は 十 分 で あ

る と判 断 され た ｡ さ ら に この教 師 は授 業 の 構 想 力 ､ 指 導 技 術 ･指 導

力 ､ 学 習 者 へ の 理 解 な-ど に 優 れ て い る と感 じ られ た ｡ 伊 藤 (1997)が

提 案 す る とお り､ 国 内 に お いて も ､ 小 学 校 英 帝 を促 進 す る た め に は

優 れ た 小 学 校 美 希 教 具 の 養 成 が 急 務 で あ ろう ｡ 加 え て ､ ALTや 地 域

人 材 の 活 用 も重 要 で あ る と考 え られ る ｡

(3) 複 葉 先 鋒 につ い て

学 習 者 は 授 業 中 話 者 を 見 つ め 背 筋 を 伸 ば す 姿 勢 を 取 っ て い

た ｡ 手 は腺 の 上 も し く は 背 中 に 回 して い た ｡ 発 言 や 発 表 を求 め る と

き に は 右 手 を 静 か に し っ か り と挙.げ る等 ､ ど の 学 習 者 も 同 様 に振 る

舞 っ て い'た ｡ r- つ の こ と を 全 点 が 一 斉 に で き る こ とJ が 重 要 視 さ

れ 徹 底 され て い る こ とが うか が え た ｡ 授 業 中 の 姿 勢 か ら､ 4年 ～ 6

年 級 の 生 徒 全 点 が 一 糸 乱 れ ず に校 庭 で 繰 り広 げ た 朝 の リズ ム 体 操 が

想 起 さ せ られ た ｡ それ が , 授 業 規 律 の原 点 の 一 つ で は な い か と考 え

られ る か らで あ っ た ｡ 集 団 を意 鼓 した 授 業 規 律 を 高 め る た め の シ ス

テ ム が あ らゆ る教 育 場 面 で 構 築 され て い る も の と推 察 さ れ る ｡ さ ら

に 各 教 室 の様 子 を音 声 と して 集 中管 理 す る シ ス テ ム 等 もそ の 一 つ で

あ る と考 え られ る ｡ 日本 に お い て も ､ 授 業 規 律 に つ い て 再 考 す る 必

要 が あ る と感 じ させ られ た ｡ た だ し 日本 の 実 情 を考 え る と､ 学 習 者

- ひ と りの 学 習 効 果 の 高 ま りを ね らい と し､ 自律 的 な 学 習 規 律 a)確

立 を 目指 す こ とが 望 ま し い と思 わ れ る ｡

(4) 授 業 特 赦 につ い て

この 小 学 校 で は 四 年 級 か ら英 静 学 習 は 始 ま る ｡ 六 年 級 で は遇

4時 間 英 帝 を 学 習 す る ｡1時 限 は 4 0分 で あ る ｡ 日本 で は 同 程 度 の
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授 業 時 間 を確 保 す る の は難 しい と思 わ れ る こ とか ら､ モ ジ ュ ー ル

制 な どね らい に そ っ た 柔 軟 な 授 業 時 間 設 定 で 対 応 す べ き で あ ろ う｡

(5) 教 科 雷 につ い て

教 科 書 で あ るが ､ 日本 で よ く見 られ る よ うな カ ラ フル さや 遊

び 心 な どは全 くな く､ 簡 素 で あ る ｡ 1ペ ー ジ 1レ ッス ンで ､ 以 下 の

2項 目か ら構 成 され て い た.

I.ookatthe ⇒ ス キ ッ トに必 要 な単 静 が 場 面 風 に一 つ

の イ ラス トに ま とめ られ て い る｡ 文 字 表 示 は な い｡ 帝 嚢

導 入 は動 作 や 実 物 を実 際 に示 した り OHPや プ ロジ ェ ク タ

ーな どで 画 像 と して 示 しな が ら行 って いた ｡

Readandact ⇒ 目標 表 現 が 日常 生 活 の 中 で どの よ う に

使 わ れ る の か を想 定 した ､ 自然 な流 れ の あ る対 話 文 が イ

ラス ト入 りで 載 って い る｡ 場 面 中心 で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン に必 要 な 実 践 的 な 表 現 を教 え よ う とす る意 図 が うか が

え る ｡ 教 科 書 は ス キ ッ トを音 読 す る とき の み 開 か れ た (ち

っ と も､ リズ ミ カ ル な 授 業 進 行 で 教 科 書 を見 る ほ ど余 裕

が な い の が 実 情 で あ っ た ｡ )音 読 前 に 日額 表 現 に対 す る言

静 活 動 が 十 分 に行 わ れ て い る た め か ､ あ る い は 予 習 が 完

壁 な のか ､ 1回 の Tape-Listening と Repetition 後 に約 3分 間 ､

Individual Readingを行 っ た の み で ､ す ぐに グル ー プ に よ る役

割 練 習 に移 っ て い た ｡ い ず れ に して も､ 日本 で も教 科 と

して 英 再 教 育 を 実 施 す る 場 合 に は教 科 書 が 絶 対 に必 要 で

あ ろ う と考 え られ る.

(6) 授 業 中 の欝 傷 に つ いて

授 業 中 の 評 価 法 で あ る が ､ 第 - に学 習 者 の各 活 動 に 向 け られ

る教 師 の優 しげ な 眼 差 しや 微 笑 が 学 習 者 に と って 何 よ りの 評 価 にな

っ て い る こ とが 随 所 で 感 じ られ た ｡ ま た ､ 学 習 者 は Evcrybody,clapyour

hands日 と い う教 師 の 声 に即 座 に 反 応 し､評 価 され た仲 間 の 方 に体 を

向 け 3拍 子 の 手 拍 子 を打 ち ､ そ の後 す か さず 両 手 の thumbsup を

しな が ら "Verygood!!" と全 点 で 発 声 す る と い う評 価 を タ イ ム リー

に行 っ て い た ｡ 横 枕 的 な 評 価 方 法 で あ っ た が 授 業 の リズ ム 作 りに貢

献 して い る 印 象 だ っ た .た だ し､ 学 習 者 か ら 自然 に 出 て く る拍 手 や

驚 嘆 の 声 が 全 く な か っ た ｡ク ラ ス サ イ ズ と ､限 られ た 時 間 の 中 で

performanceの 量 を で き る だ け 増 や そ う と工 夫 さ れ て い る こ と遼 考 え

る と､ これ は納 得 の い く括 果 で あ る と も い え よ う.
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(7) cbssroomEngLishに つ い て

Youask･youansTcr･.=-Whocm talkwithme?一一等 の単 な る指 示 だ けで な

く ､ ''Howaboutyou?=Sorry,Idon■tknow."な どの Contro11anguageを は じめ ､ ''I

don-Ithinkso/"Whydon-tyouthinkso7MBecause ～ .…Iflwere～ ."等 の 小 学 生 と し

て は 高 度 な 表 現 が リズ ム よ く用 い られ て い た ｡ 教 師 の 発 話 に は 無 駄

が な く､ 学 習 者 の発 話 を妨 げ る場 面 は な か っ た ｡

(8) 繰 り上 げ られ た 指 導 遇 程 につ い て

40分 の 授 業 の 中 で 15も の 活 動 が 組 み 合 わ さ れ て い た ｡ 一 つ

ひ とつ の 活 動 をそ れ 程 時 間 をか けず に リズ ミカ ル に展 開 して い く こ

と は ､ 子 供 の集 中 力 を 考 え る と 小 学 校 で の 英 静 科 授 業 に お い て は 鉄

則 で あ る と思 わ れ る｡ この 折 半 過 程 は 日本 で も参 考 に な ろ う｡ 具 体

的 に は まず ､ 什Whatwouldyoulike?"を 身 近 な 飲 み 物 や 果 物 を用 い て 導

入 し､ 学 習 者 は 基 本 表 現 を学 ぶ ｡ そ の 後 ､ マ ク ドナ ル ドや お 店 で の

買 い 物 と い う場 面 が 設 定 され ､ ス キ ッ トを作 る と い う表 現 活 動 が 行

わ れ る ｡ さ らに 自作 の VTRを用 い て ､ そ の 表 現 が 困 っ て い る 人 へ も

使 え る こ とが 提 示 され る ｡ 最 終 的 に は ､ 学 習 者 は そ の 表 現 が 使 わ れ

る 場 面 も 自 由 に 自分 た ち で 決 め .ス キ ッ トを作 り発 表 す る｡つ ま り､

青 静 活 動 が 基 本 ⇒ 創 造 へ と ､ あ る い は control⇒ Un00ntrolへ と発 展 す

る よ う指 導 過 程 が 構 築 され て い る｡ よ く練 り上 げ られ た 指 導 過 程 で

あ る と判 断 され た ｡

(･9) 複 葉 の ま とめ と して

中 国 と い う国 は 教 育 事 情 ひ とつ 取 っ て み て も ､ 短 期 間 の 滞 在

の 中 で 理 解 し得 る ほ ど怖 単 な 国 で は な い .大 変 複 雑 で か つ 奥 深 い 国

で あ る ｡ 以 上 に述 べ た こ とは ､ そ の 広 大 な 中 国 の 中 の しか も 天 津 市

に 2000 校 以 上 も あ る 小 学 校 の - 小 学 校 の 1時 間 の授 業 に 関 して で あ

る ｡主 観 的 で あ る い こ と は否 め な い し､見 落 と しや 誤 解 も含 ま れ て い

る で あ ろ う.r豊 か に な れ る も の か ら豊 か に な れ ば よ い J と い う の

は 故 ･小 平 氏 の 言 葉 で あ る｡ 美 辞 の授 業 中 に何 度 とな く この 青 葉 が

思 い 出 され た が ､ 様 々 な 環 境 や 条 件 な どが 掃 う と き ､ 中 国 で は どの

よ うな 美 希 の 授 業 が 展 開 され 得 る の か を示 威 して い る か の ご と く感

じ られ た.そ れ 程 印 象 の 強 い ､ 示 唆 に富 ん だ 授 業 で あ っ た ｡

3.2 玉 川 筆 { 小 筆 櫛5年 生 の撫 養 実 践 用

3.2.1 枚 集 の義 妻
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1 実 施 日 2 0 0 2年 6'月 13日 (木 )

2 時 間 ll:15-12:00(4 5分 授 業 )

3 持 尊 者 小 川 恵 子 先 生

4 生 徒 5年 白樺 組 (17名 )ク ラ ス 半 分

(1) 喪 業 者 に つ い て

専 科 の A E T (2名 ) と 日本 人 英 帝 専 科 教 師 (2名 ) が 小 学

部 の 英 静 の 授 業 を 担 当 して い る ｡ 本 授 業 に つ い て は ､ 日本 人 教 師 が

単 独 で 授 業 を 行 っ た ｡ 本 授 業 者 は 小 学 部 で の 英 帝 科 授 業 歴 26年 の

ベ テ ラ ン教 師 で あ る ｡ 子 供 達 が 楽 し く学 べ る英 帝 の 授 業 の 構 想 力 ､

子 供 の 美 辞 の 発 帝 を促 し 受 け 止 め る 英 帝 力 ､ 授 業 の ね らい に そ っ て

活 動 を組 み 立 て て い く授 業 力 は も ち ろ ん で あ る が ､ 教 科 書 (教 育 出

版 ) の 巻 末 の ｢す ご ろ くゲ ー ム J に お い て , ル ー ル 確 認 の 際 に ､ 旧

ル ー ル を 叫 ぶ 大 多 数 の 児 童 に 混 じ っ て 新 ル ー ル を提 案 した 一 人 の 子

供 に対 して ､ そ の 児 童 の 提 案 を 取 り上 げ た 場 面 で は ､ 子 供 理 解 に お

い て も卓 也 した も の を 感 じた ｡

(2) 技 業 特 数 虫 よ び 時 間 の 弾 力 的 な 運 用 に つ い て

本 授 業 の 対 象 者 で あ る 5年 生 は ､ 1単 位 時 間 45分 間 で 過 2

時 間 英 帝 の 授 業 を 受 け て い る ｡低 学 年 は過 1単 位 時 間 と な っ て い る ｡

但 し .20分 ･5分 ･20分 の モ ジ ュ ー ル 制 を 取 っ て い る の で 週 2回

の 授 業 が あ る ｡ 3年 生 以 上 で は 1単 位 時 間 45分 で 週 2回 の 授 業 が

あ る ｡ ク ラス サ イ ズ を 小 さ くす る た め に ､ ク ラス を 半 分 に して 授 業

を行 っ て い る ｡

(3) 徽 辞 書 に つ い て

授 業 で は . 複 数 冊 の 教 科 書 を 使 用 して い る ｡ 本 授 業 の 対 象 者

で あ る 5年 生 は ､ MOurWolld B00k2"(ロ ン グ マ ン)､ pBug-sPhonics

B..k2M(オ ッ ク ス フ ォ ー ド) 及 び ･･oneworldEids''(教 育 出 版 ) を使

用 して い る ｡同 教 科 書 の 共 著 者 の 一 人 で も あ る授 業 者 の 小 川 教 諭 は ､

授 業 後 の 憩 散 会 で , 美 辞 科 の 授 業 に お い て 教 科 書 を使 用 す る こ と の

有 益 性 に つ い て 述･べ て い た ｡ 尚 ､ 教 科 書 結 集 に 際 して の 留 意 点 と し

て ,① 学 習 内 容 を 欲 張 りす ぎ ず に で き る だ け絞 る ､② 発 達 段 階 に応

じて 典 味 の あ る こ とか ら取 り上 げ る ､③ 思 考 を促 し創 造 性 を刺 激 で

き る よ うな 活 動 が 組 み 込 め る よ う配 点 す る等 の 点 を挙 げ て い た ｡
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(4) 文 字 指 導 に つ い て

2年 生 か らア ル フ ァベ ッ トの大 文 字 を 導 入 す る ｡ 小 文 字 につ

い て は 3年 生 か ら導'̂ す る｡ そ の よ うな 過 程 を 経 て ､ 4年 生 に な っ

て ､ 英 希 用 の ノー トを 授 業 で 配 る と､ 子 供 達 は歓 声 を 上 げ て 喜 ぶ と

い う こ と を授 業 者 は 述 べ て い た ｡ 本 授 業 で も終 末 の 場 面 で 少 し長 め

の ｢ゲ ー ム で 使 用 した 英 文 (whatdoyowanttobe?な ど) を ノー トに書

く活 動 ｣ を行 っ て い た ｡ 英 和 と和 英 の 辞 書 が 各 自 の机 の 中 に準 備 さ

れ て い て ､ 子 供 の 一 人 は ｢何 時 か ら辞 書 を 引 くよ う に な っ た か 思 い

出 せ な い く らい 継 続 的 に類 繁 に辞 書 を 引 い て い る ｣ と帝 して い た ｡

(5) 表 現 活 動 に つ い て

① 英 鴨 の 歌 の活 用

授 業 の 始 業 時 ､ 終 了 時 に ｢英 帝 の 歌 ｣ で 用 い られ て い た ｡ 大

学 レベ ル まで 学 園 全 体 と して ｢歌 う こ と ｣ が 大 切 に され て い る｡

英 静 科 で も も ち ろ ん 重 要 視 され ､ 小 学 部 の 6年 間 で マ ザ ー グ ー

ス の 歌 な ど を 時 じめ と した 70曲 は 歌 え る よ う に な る と の こ とで

あ る｡

⑳ 英 尊 慮 の活 用

玉 川 学 園 で は ､ シ ナ リオ 集 が 出 版 さ れ て い る 程 ､ ｢劇 ｣ の 活

動 が 盛 ん で あ る ｡ 英 帯 の授 業 にお い て も 3 ･4年 生 の 3学 期 に

は そ れ ぞ れ ｢お じ い さ ん と カ ブ ｣､ ｢し ょ うが パ ン の 男 ｣ の 英

帝 劇 活 動 を実 践 して い る｡ 活 動 で は 英 帝 に よ る 表 現 力 と と も に

創 造 力 を発 拝 す る こ と も大 切 に され て い る ｡

⑧ 舞 踏 の 時 間 の 土 豪 視

舞 踏 の 授 業 が 教 育 課 程 の 中 に位 置 づ け ちれ て い る｡ 体 育 館 の

他 に ダ ンス 専 用 の ス ペ ー ス も校 舎 内 に あ り､ リズ ム 感 を 養 っ た

り､ 表 現 力 を 育 成 す る 上 で 有 効 で あ る と考 え られ て い る｡

(6)open･endedの捜 集 につ い て

授 業 は -'catch and gO-■と い うゲ ー ム で 締 め ( く られ ､大 変 盛 り上

が っ て い た ｡ 特 別 な 準 備 も必 要 が な く数 分 程 度 の ゲ ー ム で あ っ

た が 子 供 達 は 熱 狂 的 に取 り組 ん で い た ｡ そ の楽 しい 余 韻 が 残 っ

た ま ま英 帯 の 歌 を 歌 い ､ pGoodby.Seeyoutomorrow."とな り '

open-endedの 授 業 で あ っ た ｡

(7) cl舶SrOOmEnglishに つ いて

授 業 者 は で き る だ け英 帝 を使 用 して 授 業 を しよ う と して い

た ｡review まで の 段 階 で は使 用 言 辞 は 英 誇 の み で あ っ た ｡しか し.
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日本 静 を 使 用 し た 方 が よ り内 容 が 伝 わ る 場 面 で は 日本 籍 を 使 用

して い た ｡ 例 え ば ､ "Wh atseasonisit?"と い う発 問 に 対 して ､ 授 業

者 は "Itlssummer."と い う答 え を 予 想 して い た が ､ あ る 子 供 か ら

"I-tsrainyseason/'と い う答 え が 返 っ て き た ｡ そ の 反 応 に対 して ､ 一一

Goodanswer."とそ の 答 え を評 価 した 後 ｢そ れ は 梅 雨 で す ね ‥ ..｣

と 日本 静 で 説 明 を 続 け る 場 面 が あ っ た ｡ 美 希 と 日本 帝 の 使 用 の

バ ラ ン ス が た い へ ん 良 く取 れ て い る と感 じ られ た ｡ 授 業 後 の 懇

談 会 で 授 業 者 か ら次 の よ う な 説 明 が あ っ た ｡ 英 誇 の み で 授 業 を

した こ と も あ っ た が ､児 童 が と ま ど う場 面 も多 く見 られ た の で ､

現 在 は 授 業 の 全 て を 美 希 で 通 す と い う考 え 方 は 持 っ て い な い ｡

特 に ､ 未 習 の こ と に つ い て 触 れ る と き に は 日本 籍 を 使 用 して い

る と の こ と で あ る ｡

(8) 英 静 の 特 別 織 豊 に つ い て

本 時 の 授 業 に お い て は パ ソ コ ン の 使 用 は 特 に な か っ た ｡ しか

し､ 美 辞 の 特 別 教 室 内 に は ､ 一 人 ひ と りが 使 用 で き る 台 数 の パ

ソ コ ン が 配 置 さ れ て い た ｡ 英 静 の 辞 書 類 や 本 ､ さ ま ざ ま な 教 材

が 準 備 さ れ て い た ｡ 教 師 内 の 壁 面 に も 英 静 の 授 業 で 活 用 で き る

写 実 や ポ ス タ ー が 掲 示 さ れ て い た ｡

(9) 大 畢 生 の 清 月 に つ い て

英 帝 劇 を 扱 っ た と き に ､ イ ン タ ー ネ ッ ト上 で 大 学 生 の ボ ラ ン

テ ィ ア を 募 り､ 面 接 の 上 ､ 授 業 補 助 者 と して 的 確 で あ る と 判 断

さ れ た 大 学 生 に 児 童 の 援 助 を 依 頼 し た ｡ 児 童 に と っ て も大 学 生

に と っ て も 美 希 の 援 助 と い う ば か りで な く, 年 代 を超 え て 触 れ

あ う大 変 良 い 機 会 に な っ た と こ と だ っ た

(10)小 中 の 遵 濃 に つ い て

年 1回 ､ 学 園 長 の 出 席 の も と ､ 学 年 末 に 学 園 内 の 英 静 科 の 実

践 報 告 会 が あ る と い う ｡ そ の 際 の プ レゼ ン テ ー シ ョ ン が が 小 ･

中 の 連 携 の 基 に な っ て い る ｡ 小 ･中 の 具 体 的 実 践 内 容 や 子 供 の

学 び の デ ー タ を 相 互 に 伝 達 し合 う堀 と して 活 用 され て い る ｡

(ll)ET離 交 濃 プ ロ グ ラ ム に つ い て

玉 川 学 園 の 幼 ･小 ･中 学 部 で は ､ カ リ フ ォ ル ニ ア 州 サ ン ノ ゼ

市 に あ る ハ 一･カ ー ス ク ー ル と姉 妹 提 携 を 括 ん で い る ｡ 小 学 部 で

は ､ 同 校 と 1994年 に 小 学 校 レベ ル で は 世 界 初 の コ ン ピ ュ ー タ 辛

ッ トワ ー ク と T V会 議 シ ス テ ム に よ る 国 蘇 交 流 プ ロ グ ラ ム を 熊

始 して い る ｡ 同 シ ス テ ム を 活 用 して Eメ ー ル の 交 換 な ど を 毎 月
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1回 実 施 して い る ｡ 相 互 学 校 訪 問 プ ロ.グ ラム で 28名 の 児 童 が

行 き来 して い る他 に､ 体 育 科 ､ 美 術 科 の教 員 が.交 換 授 業 を 実 施

して い る｡

(12) 英 脊 軟 膏 を取 り巻 く環 境 につ い て

建 学 以 来 ､ 小 学 部 で の英 帝 教 育 は 実 施 され て い る ｡ 加 え て ､

｢英 爵 教 育 が 大 事 で あ る｣, ｢コ ン ピ ュ ー タ教 育 が 大 事 で あ る ｣

と い う学 園 長 の 考 え が 明 確 で ､ 学 園 全 体 に浸 透 して い る ｡ そ の

一 例 が ､ 高 等 部 の 理 科 の授 業 で は 理 科 の 先 生 が 英 帝 で 授 業 す る

と い う こ と も検 討 され て い る こ とで あ る ｡ ま た ､ 平 成 14年 皮

よ り幼 稚 部 にお い て も英 静 教 育 が 実 施 され て い る ｡ テ レ ビ会 議

シ ス テ ム を活 用 して ､ 英 帝 の 歌 を一 緒 に 歌 うな どの ハ - カ ー 校

との 交 流 を行 っ て い る｡

さ らに ､私 学 と して 経 営 戦 略 が 明確 で あ る｡そ の 一 例 と して ､

学 園 の 管 理 部 門 に は マ ー ケ ッテ ィ ン グ の 専 門 家 が ス タ ッ フ と し

て い て 教 育 分 野 の 市 場 調 査 が 行 わ れ て い る｡ そ の 結 果 ､ 開 発 し

た 教 育 プ ロ グ ラ ム を商 品 と して 提 供 す る と い う こ と も行 っ て い

る ｡ そ の 例 と して ､ 台 湾 稲 江 校 へ の 日本 帝 遠 隔 授 業 配 信 や 海 外

子 女 に対 す る帰 国 後 の 適 応 教 育 の 実 施 な どが 挙 げ られ る｡

ま た ､ コ ン ピ ュ ー タ 活 用 等 ､ 進 取 の 気 風 が 感 じ られ る ｡ 一 例

と して ､ Chl'ldrenIIomesAndTeachersNetwork(CHaTNet)が あ る｡ 子 供 達

と家 庭 と教 師 が 一 体 とな っ て 作 り上 げ る コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ トワ

ー ク セ あ る ｡ も ち ろ ん 英 帯 の 授 業 に お い て も活 用 さ れ て い る｡

4. 公 立 小 学 校 に お け る英 鴨 科 導 入 に 向 け で の撮 曹

最 後 に ､ 以 上 述 べ た こ と を 踏 ま え て ､ 公 立 小 学 校 へ の 英 帝 科 導

入 を促 進 す る た め に 有 益 とな り得 る で あ ろ う示 唆 に つ い て ま と め て

述 べ る ｡

公 立 小 学 校 で の 英 帝 の授 業 そ の も の が ど う あ るべ き か と い う点

に 関 して は ､ 別 稿 に譲 る と して ､ 小 学 校 英 帝 科 を 実 践 す る 上 で の 必

要 な 環 境 作 り と い う観 点 か ら以 下 7項 目 に つ いて 提 言 を行 う｡

(1) トッ プ の リー ダ ー シ ップ ー

す ぼ ら し い授 業 実 践 の 周 辺 に は ､ 学 校 経 営 トッ プ の 明確 な 教 育

理 念 とそ の 実 現 の た め の 経 営 戦 略 が 必 要 で あ る こ とは r3. 2玉 川

学 園 小 学 部 5年 生 の 輝 美 ｣ で 見 た とお りで あ る｡ ま た ､ 既 述 の 南 小

立 野 小 学 校 の EJu 制 度 は 行 政 的 リー ダ ー シ ッ プ が 発 揮 さ れ た 例 で
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あ る｡ 加 え て ､ 金 沢 市 は ､ 教 育 長 の 考 え に よ り､ 全 国 に先 駆 け 市 内

全 小 学 校 で ｢英 会 話 活 動 ｣ の 実 施 した こ とで も全 国 的 に知 られ て い

る ｡

教 育 改 革 の 進 展 に伴 い ､ 学 校 (長 ) や 地 方 教 育 委 員 会 の裁 量 権

拡 大 の 気 運 が 高 ま って い る｡ ね らい に そ っ た 裁 量 権 の 活 用 や 実 りあ

る説 明 責 任 を果 た せ る よ う に な る た め に は ､ 玉 川 学 園 で 実 践 され て

い る マ ー ケ ッテ ィ ン グ の 手 法 (視 点 ) が 有 益 とな る で あ ろ う｡ しか

し､ そ の た め の 費 用 が 確 保 され な い こ と も考 え得 る ｡ そ う い っ た 際

に は ､ 大 学 と連 携 して ､ 着 実 な 意 識 調 査 を実 施 す る こ と も可 能 で あ

ろ う｡

(2) 小 中 の 連 携

美 辞 科 教 育 に 関 して ｢小 ･中 の 連 携 ｣ は 重 要 な 課 題 で あ り看 過

で きな い｡近 隣 小 学 校 と同 じカ リキ ュ ラム で 実 践 を行 う こ と に よ り､

中学 校 区 と して の 連 携 を 図 ろ う とす る東 野 の 小 学 校 の 実 践 ､ 平 佐 西

小学 校 で の ｢小 中英 帝 教 育 連 絡 会 の 設 置 ｣､玉 川 学 園 小 学 部 で の ｢英

帝 科 の 実 践 報 告 会 ｣ な どの 具 体 例 が 参 考 とな る と考 え られ る｡

現 在 の と ころ ､ 連 携 につ い て は ｢小 ･中 ｣ に 関 す る も の の み で

あ るが ､ 今 後 は ｢幼 ･小 ･中 ｣ の 連 携 が 論 議 され て くる と予 想 され

る｡ 平 成 14年 度 研 究 指 定 校 の 成 果 が 待 た れ る状 況 で あ る｡

(3) 撃 社 融 合 の視 点 を持 っ た 地 域 ･人 材 の 活 用

小 学 校 に お け る美 希 科 教 育 実 践 にお い て も､ 他 の教 育 分 野 同様

に学 社 融 合 と い う視 点 は不 可 欠 で あ ろ う｡研 究 校 の 実 践 にお いて も､

GT と して ､ 地 域 に在 住 す る 外 国 人 や 地 域 在 住 の 英 帝 を 話 せ る 日本

人 ､隣 接 す る大 学 か ら英 静 を学 ぶ 学 生 を活 用 して い る例 が 見 られ る｡

ま た ､ 金 沢 市 で は 前 述 の よ う に教 育 委 員 会 が 任 命 す る EJu と 小 学

校 が 任 命 して い る OTの 2種 類 の NET を活 用 す る こ と に よ り HRT と

の TTの 量 と質 の両 面 を確 保 して い る事 例 も あ る｡

加 え て ､ 成 田 小 学 校 の 実 践 で 見 られ る ｢地 域 の 特 色 ｣ を活 用 し

た ｢参 道 活 動 ｣ は ユ ニ ー ク な 活 動 例 で あ り､ 今 後 r地 域 の特 色 ｣ を

活用 した 他 の事 例 の発 掘 に大 い に参 考 に な る で あ ろ う｡

(4) 大 筆 と の連 携 の推 進

近 隣 の 大 学 生 を GT と して 活 用 して い る例 が い くつ か の研 発 校

に は見 られ た ｡ 児･童 及 び大 学 生 双 方 に と って 有 益 で あ る と考 え られ

る｡ ま た ､ 玉 川 学 園 で の ｢美 辞 舶 実 践 J の 際 の イ ン タ ー ネ ッ ト上 で

大 学 生 の ボ ラ ン テ ィ ア を募 り､ 直 接 面 接 を行 った 上 で 補 助 者 を決 定
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す る 手 法 は 公 立 小 学 校 に と っ て 参 考 に な る も の と判 断 さ れ る ｡

ま た ､ 大 学 生 と児 童 だ け で な く､ 大 学 と の 連 環 は 今 後 重 要 に な

っ て い くで あ ろ う｡ さ ら に ､ 英 静 科 の カ リキ ュ ラ ム や 持 導 方 法 な ど

の 阿 発 に 限 る こ とな く大 学 と の 連 携 の 分 野 は 広 が り を見 せ る と予 想

さ れ る ｡ 一 例 を 挙 げ る と ､ 上 述 の rマ ー ケ ッテ ィ ン グ の 手 法 ｣ に つ

い て は 一 般 的 な 公 立 小 学 校 で 用 い る こ と は か な り難 し さ が あ る ｡ そ

こ で ､ 着 実 な ｢意 識 調 査 ｣ を 代 替 案 と して 実 施 して み る こ とが 考 え

られ る ｡ r意 識 調 査 の 手 法 や デ ー タ 分 析 ｣ に お い て 大 学 の 知 見 を 有

効 活 用 す る こ と も考 え られ る ｡

(5) 据 導 体 嶺 及 び 授 業 時 間 の 弾 力 的 連 用

指 導 体 制 に つ い て は ､ AlJ 等 と の Trが 中 心 と な る こ と が ､ 小

学 校 か ら英 静 科 を 実 施 す る ね ら い に , よ り迫 る こ とが で き る と考 え

られ る ｡ そ の た め に は ､㍍ 確 保 の た め の 財 政 的 支 援 や 金 沢 市 に お

け る EAA 制 度 な ど の よ う に 行 政 的 支 援 を 配 点 す る 必 要 が あ る で あ

ろ う｡ 同 時 に ､ 平 佐 西 小 学 校 で 取 り組 ん で い る保 護 者 へ の GT募 集

シ ス テ ム は 参 考 に な る と思 わ れ る ｡

一 方 ､ 場 合 に よ っ て は ､ HRT単 独 で 授 業 を行 う こ と も考 え られ

る ｡ そ の 場 合 に は ､ 多 くの 研 究 校 で 実 施 さ れ て い る 15分 の モ ジ ュ

ー ル 制 が 参 考 と な る ｡ モ ジ ュ ー ル 制 に つ い て さ ら に 述 べ る と ､ 成 田

小 学 校 で の モ ジ ュ ー ル 制 は ､ で き る だ け 継 続 的 に 英 静 に触 れ さ せ る

と い う考 え か ら興 味 あ る取 り組 み で あ る と考 え る ｡ 授 業 時 間 の 弾 力

的 運 用 を'よ り効 果 的 に 推 進 で き る 環 境 作 りを考 え て い く必 要 が あ ろ

う｡
ク ラ ス サ イ ズ を 小 さ くす る た め に ､ ク ラ ス を 半 分 に して 授 業 を

行 っ て い る 玉 川 学 園 め 取 り組 み も検 討 に値 す る ｡

(6) 教 科 書 の 使 用

公 立 小 学 校 英 帝 科 の 実 現 の 際 に は ､ 小 学 校 の HRTが 美 希 を担 当

して い く可 能 性 を考 え る と教 科 書 を 用 い る こ と は 必 要 とな ろ う ｡ 研

究 校 で の 実 践 で は ､一 つ に は 財 政 的 な 問 題 か らで あ る と思 わ れ る が ､

各 学 校 の 自主 教 材 に任 さ れ て い る ｡小 学 校 の 英 静 科 導 入 を見 据 え て .

検 定 教 科 書 が 編 纂 さ れ た 後 も ､ 各 学 校 が 開 発 した 自 主 教 材 が 授 業 で

生 か さ れ る方 向 が 望 ま れ る ｡ ま た 検 定 教 科 書 の 内 容 は で き る だ け 絞

り込 み ､ 教 材 の 選 択 に 関 して ､ 地 域 や 児 童 の 実 態 に 即 した 学 校 裁 量

の 余 地 が 十 分 に残 せ る.よ う に 配 慮 す る こ と も必 要 で あ ろ う｡さ ら に･

広 く愛 用 され て い る 市 販 教 科 書 類 に つ い て も学 校 選 択 が 可 能 で あ る
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こ と が 望 ま れ よ う｡

(7) 文 字 据 導

小 学 生 段 階 で の 文 字 の 導 入 に つ い て は さ ま ざ ま な 諌 論 が あ る ｡

教 科 と して 英 帝 を 実 施 す る 場 合 に は 教 科 書 は 必 要 で あ る し ､ 中 学 校

と の 連 携 を 考 え る 上 で も ､ 小 学 校 で の 文 字 の 学 習 も 欠 か せ な い も の

と な る で あ ろ う｡ 文 字 を 自 然 な 形 で 導 入 す る こ と は ､ 児 童 が 実 生 活

に お い て ア ル フ ァベ ッ トを 目 に す る 機 会 が 頻 繁 に あ る と い う こ と を

考 え る と ､ 低 学 年 か らで も 可 能 で あ る と考 え られ る ｡

但 し ､ ｢書 く こ と ｣ で の 導 入 に つ い て は ､ 研 発 校 で の 知 見 を 塔

ま え ､ 4年 生 以 上 で と す る こ と が 望 ま し い と考 え られ る ｡ そ の 際 ,

r改 む ･書 く｣ 活 動 を 自 然 に 取 り入 れ る こ と ､ ｢聞 く ｣､ ｢話 す ｣ に

生 か す こ とが で き る 文 字 緒 導 の 工 夫 ､ 身 近 で 必 要 感 の あ る 単 帝 や 文

を 扱 う こ と な ど の 配 慮 が 必 要 で あ ろ う｡ ま た ､ 天 野 小 学 校 な ど で 実

践 して い る ､ ｢コ ン ピ ュ ー タ で 文 字 を 入 力 す る こ と J は 参 考 に な る

事 例 で あ る ｡
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